
○
大
綱
の
概
要

今
回
の
大
綱
で
は
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で

の
五
カ
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、

左
記
の
二
つ
の
大
き
な
改
革
目
標

を
定
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
基
本
事
項
と
し
て
四
つ
の
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
「
行
財
政
運
営
を
確

立
す
る
た
め
の
改
革
」
で
は
、
公

共
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
の
推

進
や
評
価
制
度
な
ど
の
導
入
に
よ

る
事
業
制
度
の
見
直
し
、
徴
収
体

制
強
化
に
よ
る
自
主
財
源
の
安
定

確
保
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
と
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
適
正
な
財

政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

「
行
政
運
営
に
市
民
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
」

で
は
、
情
報
公
開
の
充
実
や
市
民

と
直
接
意
見
交
換
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
が
協
力
し
て
市
政
運
営
が

行
え
る
「
市
民
協
働
」
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

「
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
的
確
な
対
応
を
す
る
た
め
の
改

革
」
で
は
、
行
政
事
務
の
整
理
合

理
化
や
電
子
市
政
な
ど
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
そ
し
て
職

員
人
材
育
成
の
推
進
に
よ
り
、
迅

速
で
合
理
的
な
事
務
執
行
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
「
新
し
い
行
政
ス
タ
イ

ル
を
確
立
す
る
た
め
の
改
革
」
で

は
、
本
庁
と
支
所
の
見
直
し
や
職

員
定
数
の
削
減
な
ど
を
行
い
、
人

件
費
の
適
正
化
に
努
め
な
が
ら
、

柔
軟
で
機
動
的
な
行
政
運
営
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

○
改
革
の
実
施
に
向
け
て

今
年
の
三
月
末
ま
で
に
、
こ
の

大
綱
を
基
に
し
て
、
『
南
丹
市
行

政
改
革
実
施
計
画
』
を
策
定
し
ま

す
。こ

の
計
画
で
は
、
細
か
な
改
革

の
内
容
や
目
標
年
度
、
中
に
は
具

体
的
な
数
値
目
標
な
ど
を
定
め
、

こ
の
実
施
計
画
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

ま
た
、
常
に
「
計
画
策
定
」

「
実
施
」
「
検
証
」
「
見
直
し
」
と

い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
常
に
時
代
に
あ
っ
た
、
効
率

的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
実

現
し
ま
す
。

併
せ
て
、
改
革
内
容
と
進
ち
ょ

く
状
況
を
市
民
に
公
表
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
代
表
か
ら
な
る
第

三
者
機
関
に
報
告
し
、
市
民
の
意

見
や
考
え
を
市
政
に
反
映
で
き
る

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

行
政
改
革
で
は
、
行
政
事
務
の

改
革
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
接
す
る
部
分
や
、
深
く
関
係

す
る
事
業
や
制
度
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
革
は
、
今
を
よ
く

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
次
の
世

代
へ
『
輝
き
希
望
あ
ふ
れ
る
南
丹

市
』
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な

け
れ
ば
、
決
し
て
成
功
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
政
改
革
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
合
併
調
整
室
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■ 改革の目標

１．『市民と共に築く市政運営』の実現

市民への説明などを通して、行政の透明性を向上させ、
誇りと絆

きずな

を大切に市民と行政が手を携え、輝き希望あふれ
る南丹市を築く市政運営の確立を図る。

２．『次代を切り拓く行財政運営』の実現

長期的な視点にたち、見直すべきは見直し、改めるべき
は改め、伸ばすべきは伸ばす「選択と集中」を行う中で、
迅速かつ着実に実践する行財政運営の確立を図る。

■ 基本事項

①将来を見据えた行財政運営を確立するための改革

事業制度に関する改革、各種団体への対応に関する改革、
財政運営に関する改革に取り組む。

②行政運営に市民が参加できるようにするための改革

情報公開に関する改革、広聴機能に関する改革、市民協
働事業の推進に関する改革に取り組む。

③多様な市民ニーズに対し的確に対応できるための改革

行政事務に関する改革、行政サービスに関する改革、職
員人材育成に関する改革に取り組む。

④市としての新しい行政スタイルを確立するための改革

組織・機構に関する改革、職員定員管理・人件費に関す
る改革に取り組む。


